
え

ん
じ

ょ

京
都
・遠
所
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
竹
野
郡
弥
栄
町
木
橋
小
宇
遠
所
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
ぞ

一
九
九
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
増
田
孝
彦

。
岡
崎
研

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
生
産
遺
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
五
世
紀
末
を

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遠
所
遺
跡
群
は
、
京
都
府
竹
野
郡
弥
栄
町
の
西
端
に
あ

っ
て
、

い一
ゴ
レ
古
墳

の
所
在
す
る
丘
陵
の
谷
奥
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
主
と
し
て
六

ぞ

一
三
世
紀
の
生
産
遺
跡
の
ほ

か
、
二
四
基
か
ら
な
る
五
世
紀

末
か
ら
六
世
紀
後
半
ま
で
の
古

墳
群
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
生
産
遺
跡
は
、

奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
製
鉄
炉
が
中
心
で
、

一
九
九
〇
年
度
ま
で
の
調
査
で
、

須
恵
器
登
窯
四
基
、
製
鉄
炉
八

基
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
六
世
紀
後
半
に
ま
で
遡
る
可
能
性
の
あ

る
製
鉄
炉
も

一
基
確
認
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
鉄
生
産
の
開
始
時
期
や
伝
搭
過

程
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
鉄
生
産
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
九

一
年
度
の
調
査
区
で
は
、
奈
良
時
代
後
半
の
鉄
津
捨
て
場
と
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
下
層
か
ら
、
六
世
紀
後
半
頃
の
竪
穴
住
居
が
何
度
も
建
て
替
え

ら
れ
た
状
況
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
区
で
は
、
竪
穴
住
居
の
点
面
で
硬
く

焼
け
締
ま
っ
た
厚
壁
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
焼
土
塊
も
い
く

つ
か
出
土
し
て
お

り
、
古
墳
時
代
後
期
に
鉄
生
産
の
た
め
の
鍛
冶
炉
が
存
在
し
た
可
能
性
も
で
て

き
た
。

木
筒
が
出
土
し
た
調
査
区
は
、
こ
れ
ら
の
住
居
跡
や
鍛
冶
炉
が
検
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
よ
り
も
少
し
谷
部
に
当
た
る
。
遺
物
は
、
谷
部
の
中
央
を
流
れ
る
流
路

や
、
五
本
の
支
流
か
ら
出
上
し
た
。

出
上
し
た
遺
物
は
、
須
恵
器

・
土
師
器
と
い
っ
た
土
器
類
の
ほ
か
、
石
製

・

土
製
の
紡
錘
車
、
砥
石
、
大
型
石
錘
、
叩
石
、
凹
石
、
織
機
の
一
部
、
琴
柱
、

下
駄
、
木
製
農
具
、
建
築
部
材
、
本
の
実
、
貝
殻
、
獣
骨
、
勾
玉
、
切
子
玉
と

い
っ
た
生
活
関
連
用
品
が
多
い
。
木
簡
が
出
上
し
た
遺
構
面
は
、
こ
れ
ら
の
出

土
遺
物
の
年
代
観
か
ら
見
る
限
り
、
ほ
ぼ
奈
良
時
代
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

（符
篠
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ賀
∞受
ｏ
屋

(網野 。宮津)



1991年出上の木簡

こ
の
木
簡
は
、
奈
良
時
代
末
頃
の
流
路
内
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
形
態
的

に
は
両
辺
の
長
さ
に
あ
ま
り
差
の
な
い
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
中
央
に
孔
が

あ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
か
細
い
棒
の
よ
う
な
も
の
を
突
き
刺
し
て
用
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
中
央
の
孔
か
ら
各
四
隅
に
対
し
て
刻
線
を
引
い
て
四
分
割
し

て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
棒
に
刺
し
て
回
転
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
用
材

に
は
板
日
材
を
用
い
て
い
る
。

文
字
ら
し
き
も
の
は
、
こ
の
線
上
に
沿

っ
て
数
文
字
分
あ
る
こ
と
は
わ
か
る

が
、
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
四
分
割
し
た
内
、
短
辺
側
の
両
方
と

も
に
星
宿
の
よ
う
な
文
様
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
と
共
伴
し
た
遺
物
の
中
に
ミ
ニ
チ
ェ
ア
土
器
や

土
馬
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
呪
術
や
祭
祀
に
用
い
た
可
能
性
が
高
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
何
ら
か
の
符
録
と
考
え
て
お
く
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏

渡
辺
晃
宏
氏
、
神
戸
大
学
大
学
院
鈴
木
景
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。（上

橋
　
誠
）
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